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いつもお世話になっております。 

この度は多大なご迷惑をおかけし、大変申し訳ございませんでした。 

 

「無事に生還しました」とお伝えしたいところですが、先週 22 日月曜日からステロイド剤で熱を下げ

ているのが現状です。 

18 日に入院し、22 日朝まで丸 4 日間 39 度の熱を下げられず、この病院にいつまでもいても身の

危険を感じ、26 日に一旦、退院したうえで、改めて、来週、他の病院への紹介状をお願いしたとこ

ろです。 

 

この度はコロナ罹患で長期入院を余儀なくされ、皆様には多大なご迷惑をおかけすることを深くお

詫び申し上げます。 

いつまでも皆様にご迷惑をおかけできないとの気持ちもありまして、退院後、少し無理をして「合併

号」を配信するところまでたどり着きました。 

 

ただ、まだ完治したわけでもなく、また体調も回復しているわけではないため再び、ご迷惑をおかけ

するかもしれませんが、よろしくお願いします。 

 

今回、初めてコロナに罹患し、病院にもよりますが、改めてコロナ治療が進んでいないことを体験

し、コロナの闇を改めて感じた次第です。 

みなさまにはコロナに罹患されないことをお祈りします。 

 

今後ともよろしくお願いします。 

 

塚澤 

 

 

  今週の T2 経済レポート 
 

 
希代のアナリスト 塚澤健二 の 

2024 年 7 月 19 日+26 日合併号 
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■■■ 市場ウオッチ ■■■ 

＜先週のマーケットを振り返る＞ 

先週の「今週の T2」は入院のためお休みし、ご迷惑をおかけしましたが、7 月 12 日週の「今週の

T2」では、「今週は本来ですと堅調相場が期待される週が予想されます。今週（7/15～7/19）の相

場を占う『RU-RD 指標』の 7 月 5 日週は+49.1％と 2 週連続プラス圏に浮上したことで堅調相場が

期待されます。ただ、来週（7/22～7/26）の相場を占う 7 月 12 日週は-2.7％と４週間振りにマイナ

ス圏に陥ったことで急落調整を警戒すべき週となりそうです。先々週、『今週末 5 日には米・6 月雇

用統計、来週末 12 日にはミニ SQ と、投機筋が相場操縦をしやすい重要イベントを控えていること

から相場の乱高下には注意が必要です。このような相場で注目すべきは、先週、T2 理論の「上値

目標値+2％乖離」である 39648 円を上回り、5 月 27 日週に T2 理論の「下値目標値-2％乖離」を

下回って続いていた「リバウンドサイン」が終了したことを意味します。ただ、日経平均と同様、5 月

27 日週に T2 理論の「下値目標値-2％乖離」を下回った NY ダウは、T2 理論の「上値目標値+2％

乖離」を超えていないため、まだリバウンド局面が続いているためその点は注意が必要です。』と指

摘しています。日経平均は T2 理論の「上値目標値+2％乖離」を 3 週連続上回り、これは 2020 年

12 月 28 日週～1 月 11 日週以来の稀な現象。NY ダウは T2 理論の「上値目標値+2％乖離」をま

だ達成していないことからリバウンド局面が続いていることになります。 

 

先週の相場で注目すべきは、「ドル円」が 157 円まで円高が進行したことです。歴史的な円安局面

が続く中、外国為替市場では 11 日夜、円相場が 4 円以上、円高方向に動く場面があり、政府・日

銀による市場介入が行われたと見られます。何故、この「ドル円」の動きが重要かというと、T-Model

理論「円キャリートレード指数」として開発した「ドル円/ドルインデックス」がピークアウトする兆しがで

てきたためです。同指標は 7 月 5 日週 1.54 倍と過去最高を記録しましたが、7 月 12 日週 1.52 倍

へ若干さがっています。過去を振り返ると、当時の最高だった 1998 年に 1.44 倍を記録した時期は

「ドル円」1998 年 8 月 146 円→1999 年 11 月 101 円まで-30％の円高、次に当時の最高だった

2007 年に 1.52 倍を記録と時期は「ドル円」2007 年 6 月 123 円→2011 年 10 月 75 円まで-39％の

円高となっています。仮に、T-Model 理論「円キャリートレード指数」が下落するようですと 30％～

39％の円高に発展する可能性がでてきますが、2011 年以前は T-Model 理論「40 年サイクル」の

円高局面で、2011 年以降は円安局面に変化しているため 30％～39％の円高にはならない可能

性がありそうです。 

 

一方、日経平均とのほぼ一致指標である『「買い（レーティング 1 と 2）」-「売り（レーティング 3 と

4）」銘柄比率』が 24 年 6 月 7 日週+10.0％→6 月 14 日週+14.3％→6 月 21 日週+2.9％→6 月 28

日週+8.6％→7 月 5 日週+47.1％→7 月 12 日週+51.4％と、実質 31 週連続プラス圏、かつ「+40％
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超の上限ゾーン」を 3 月 29 日週以来、約 3 か月振りに 2 週連続で更新しています。また、本来の

天井圏・底値圏を示唆する同指標の「移動平均ベース」は、24 年 6 月 7 日週+16.9％→6 月 14 日

週+15.5％→6 月 21 日週+11.2％→6 月 28 日週+10.2％→7 月 5 日週+15.5％→7 月 12 日週

+22.4％と、33 週連続プラス圏の一方、「+40％超の上限ゾーン」を 15 週連続で割り込んでいます。

以前から『両指標がマイナス圏に陥ると本格的な下落局面入りを示唆することになり要注目です。』

と指摘し、先週は『それが近づくとマイナス圏入りを阻止するような「株価操縦」が入りやすくなりま

す。』とも指摘しましたが、先週はそのマイナス圏入りを阻止するような「株価操縦」が表れたかたち

です。また、日経平均の「T2 レーティング」は 4 月 12 日週以来、12 週振りに「買いレーティング」に

転換しています。以前から『日経平均の「T2 レーティング」の 11 週連続で「売りレーティング」を継

続、22 年 1 月 10 日週～22 年 3 月 14 日週の 10 週連続「売りレーティング」以来で、当時、日経

平均は 22 年 1 月高値 29388 円→22 年 3 月安値 24681 円まで約 16％下落した局面に表れてい

ます。』と指摘しましたが、このようなタイミングだったことで下落阻止の「介入」が入ったかたちで

す。ただ、『「買い（レーティング 1 と 2）」-「売り（レーティング 3 と 4）」銘柄比率』は「+40％超の上限

ゾーン」を付けた後、「-40％超の下限ゾーン」を付けないと「底入れ」しないという過去の習性から

すると、むしろ、今回の下落阻止の「介入」は逆効果で、目先は急落調整に注意が必要となるかも

しれません。 

 

今週は、経済指標では、国内は、7 月 17 日に訪日外客数(6 月)、18 日に貿易収支(6 月)、19 日に

6 月 CPI、海外では、15 日に中・6 月新築住宅販売価格、4-6 月国内総生産（GDP）、6 月鉱工業

生産、小売売上高、欧・5 月ユーロ圏鉱工業生産指数、米・7 月 NY 連銀製造業景気指数、16 日

に独欧・7 月 ZEW 景況感指数、5 月ユーロ圏貿易収支、米・6 月小売売上高、輸出物価指数、17

日に NZ・4-6 月 CPI、英・6 月 CPI、小売物価指数、生産者物価指数、米・6 月住宅着工件数、鉱

工業生産指数、週次原油在庫、18 日に南ア・南アフリカ準備銀行(中央銀行)が政策金利発表、

豪・6 月失業率、英・6 月失業率、欧・欧州中央銀行(ECB)が政策金利発表、米・週次新規失業保

険申請件数、7 月フィラデルフィア連銀景況指数、19 日に英・6 月小売売上高などが予定されてい

ます。このほかのイベント・トピックスとしては、国内は 7 月 15 日に株式市場が祝日のため休場(海

の日)、海外は、7 月 15 日に米・共和党全国大会(18 日まで)、中・中国共産党、第 20 期中央委員

会第 3 回全体会議（3 中全会、18 日まで)、18 日に南ア・南アフリカ準備銀行(中央銀行)が政策金

利発表、などです。」とコメントしました。 
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7 月 1 日週 7 月 8 日週 7 月 15 日週 7 月 22 日週 

¥40,912.37 ¥41,190.68 ¥40,063.79 ¥37,667.41 

-13.3% 13.3% 49.1% -2.7% 

 

先週の日経平均は、高値 39973 円（7 月 22 日）・安値 37611 円（7 月 26 日）＜先々週（7 月 19 日

週）高値 41520 円（7 月 16 日）・安値 39824 円（7 月 19 日）＞と推移、2 週連続で前半高・後半安

の弱いかたち。先週は、21 日にバイデン米大統領が大統領選からの撤退を表明し、これを受けて

先行き不透明感が高まったこと、為替市場では 1 ドル 155 円大台死守が崩れた途端、1200 円を超

える今年最大の下げで 3 万 8000 円台を一気に割り込み、2 週連続で「下値目標値-2％乖離」を下

回る異常な下げ、逆に、その前までは 7 月限オプション特別清算指数（SQ 値）を目的と思われる

「株価操縦」が 2020 年 12 月 29 日週～2021 年 1 月 11 日週以来、約 3 年半振りとなる 3 週連続で

「上値目標値+2％乖離」を超える異常さで、3 週間で+2594 円吊り上げた反動安が表れたかたち、

週間ベースでは-2396 円安（下落率約-6％）と今年 2 番目の下げ、その前の週-1127 円安と合わ

せ 2 週間で-3523 円の大幅下落を記録すると同時に、日経平均は 2021 年 9 月 27 日-10 月 6 日

以来となるおよそ約 3 年ぶりの 8 日続落を記録して終了しています（先週予告していた上値メド

42198 円～43041 円（+2％かい離）//下値メド 40535 円～39724 円（-2％かい離））＜先々週（7 月

5月6日週 5月13日週 5月20日週 5月27日週 6月3日週 6月10日週 6月17日週 6月24日週 7月1日週 7月8日週 7月15日週 7月22日週

日経平均 ¥38,229.11¥38,787.38¥38,646.11¥38,487.90¥38,683.93¥38,814.56¥38,596.47¥39,583.08¥40,912.37¥41,190.68¥40,063.79¥37,667.41
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12 日週）予告していた上値メド 43031 円～43891 円（+2％かい離）//下値メド 41427 円～40598 円

（-2％かい離）＞。日経平均の『大台替えと時間の物理学的法則』では、小刻みの大台替えで、7

月 9 日に 41500 円大台替えで仕切り直しが入り、11 日に 42000 円大台替えでカウントダウンの上

昇局面入りに 2 日間、従って、13 日までに 42500 円大台替えでカウントダウン継続を狙う時間帯に

入りましたが、逆に、7 月 12 日に 41500 円大台割れで下落スタート、7 月 18 日に 41000 円大台割

れでカウントダウンの下落局面入りに 6 日間、19 日に 40500 円大台割れに 1 日間、同時に、40000

円大台割れも 0 日間、従って、猶予で 20 日（土曜日のため週明け 22 日）までに 39500 円大台割

れを狙う時間帯に入りましたが、実現せず時間切れ。40500 円大台替えで仕切り直し、逆に、39000

円大台割れで下落スタートとなりましたが、7月 25日に39000円大台割れで下落スタート、同時に、

38500 円大台割れ、38000 円大台割れでカウントダウンの下落局面入りに 0 日間、従って、猶予で

26 日までに 37500 円大台割れでカウントダウン継続を狙う時間帯に入りましたが、実現せず時間切

れ。38500 円大台替えで仕切り直し、逆に、37000 円大台割れで下落スタートなります。中期の方

向を示す月ベースでは、7 月 11 日に 42000 円大台替えで仕切り直しが入りましたが、逆に、7 月

18 日に 41000 円大台割れで下落スタート、19 日に 40000 円大台割れでカウントダウンの下落局面

入りに 1 日間、従って、20 日（土曜日のため週明け 22 日）までに 39000 円大台割れでカウントダウ

ンを狙う時間帯に入りましたが、実現せず時間切れ。ただ、早くも 7 月 25 日に 38000 円大台割れ

で下落スタートとなり、37000 円大台割れでカウントダウンの下落局面、逆に、39000 円大台替えで

仕切り直しが入ります。また長期の方向を示す月ベースの大台替えの法則では、逆に 6 月 39000

円大台替えで仕切り直しが入り、7 月に 40000 円大台替えでカウントダウンの上昇局面入りに 1 ヶ

月、同月 41000 円大台替えでカウントダウン継続に 0 ヶ月、同月 42000 円大台替えでカウントダウ

ン継続に 0 ヶ月、従って、7 月までに 43000 円大台替えでカウントダウン継続を狙う時間帯に入りま

したが、逆に、7 月に 41000 円大台割れで下落スタート、同時に、40000 円大台割れでカウントダウ

ンの下落局面入りに 0 か月、さらに 39000 円大台割れ、38000 円大台割れでカウントダウン継続に

0 か月、従って、7 月までに 37000 円大台割れでカウントダウン継続を狙う時間帯に入りました。逆

に、39000 円大台替えで仕切り直しが入ります。これで短期→、中期↓、長期↓となり、短期が方向

感なし、中期が弱含み、長期が時間的リミットのある弱含みに変化したことで、目先は乱高下しやす

く、全体的にももうすぐ一旦、方向感がなくなり、乱高下しやすいかたちに変化しそうです。 

 

日経平均を左右する NY ダウは、高値 40753 ドル（7 月 26 日）・安値 39807 ドル（7 月 24 日）＜先々

週（7 月 19 日週）高値 41376 ドル（7 月 18 日）・安値 40136 ドル（7 月 15 日）＞と推移、実質 4 週

連続で前半安・後半高の強いかたち。先週は、半導体などハイテク銘柄が下落、21 日にバイデン

米大統領が大統領選からの撤退を表明し、これを受けて先行き不透明感が高まったこと、さらに日

本の与党政治家などから「金融政策の早期正常化」発言が相次いだことで 7 月末の日本銀行によ

る金融政策決定会合での利上げ実施への思惑が強まり、日米金利差縮小を見越した投機筋の円

売りポジションの巻き戻しが加速、為替は 1 ドル 151 円台まで円高ドル安が加速し下値目標値を達
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成、ただ、週末 26 日は注目された 6 月個人消費支出 (PCE) 価格指数が前年比+2.5％と 5 月分

の+2.6％から伸びが鈍化し、前月比でも+0.1％と予想と一致し、米連邦準備制度理事会（FRB）に

よる利下げ期待が一段と高まる中、一時 818 ドル高まで急反発、週間ベースでは+625 ドル高と続

伸、2 週間で 882 ドル高、5 月 20 日以来、約 2 カ月ぶりに取引時間中の史上最高値を更新し、終

値でも 5 月 17 日以来の 40000 ドル台で終了しています（先週予告していた上値メド 41396 ドル～

42223 ドル（+2％かい離）//下値メド 40605 ドル～39792 ドル（-2％かい離））＜先々週（7 月 12 日

週）予告していた上値メド 39969 ドル～40768 ドル（+2％かい離）//下値メド 39432 ドル～38643 ド

ル（-2％かい離）＞。NY ダウの『大台替えと時間の物理学的法則』では、短期の大台替えで、7 月

12 日に 40000 ドル大台替えで仕切り直しが入り、7 月 16 日に 40500 ドル大台替えでカウントダウン

の上昇局面入りに 4 日間、17 日に 41000 ドル大台替えでカウントダウン継続に 1 日間、従って、18

日までに 41500 ドル大台替えでカウントダウン継続を狙う時間帯に入りましたが、実現せず時間切

れ。41500 ドル大台替えで仕切り直し、40000 ドル大台割れで下落スタートでしたが、7 月 24 日に

40000 ドル大台割れで下落スタート、さらに逆に、26 日に 40500 ドル大台替えで仕切り直しが入り

ました。41000 ドル大台替えでカウントダウンの上昇局面、逆に、40000 ドル大台割れで下落スター

トとなります。中期の方向を示す月ベースでは、7 月 17 日に 41000 ドル大台替えで仕切り直しが入

り、また逆に、7 月 24 日に 40000 ドル大台割れで下落スタートとなりました。39000 ドル大台割れで

カウントダウンの下落局面、逆に、41000 ドル大台替えで仕切り直しが入ります。また長期の方向を

示す月ベースでは、5 月に 39000 ドル大台割れで下落スタートとなりましたが、逆に 7 月に 40000

ドル大台替えで仕切り直しが入り、同月 41000 ドル大台替えにカウントダウンの上昇局面入り、また

逆に 7 月に 40000 ドル大台割れで下落スタートとなりました。39000 ドル大台割れでカウントダウン

の下落局面、逆に、41000 ドル大台替えで仕切り直しが入ります。これで短期↑、中期↓、長期↓

となり、短期が強含み、中期・長期が弱含みと方向感が逆で、目先は反発しやすいながらも全体的

には弱含みで乱高下しやすいかたちに変化しました。一方、日本株とより連動性の高い NASDAQ

指数の「大台替えの法則」は、短期の大台替えで、7 月 9 日に 18500 ボイント大台替えで仕切り直

しが入り、また逆に 7 月 17 日に 18000 ポイント大台割れで下落スタート、さらに 7 月 24 日に 17500

ポイント大台割れでカウントダウンの下落局面入りに 7 日間、従って、7 月 31 日までに 17000 ポイ

ント大台割れでカウントダウン継続を狙う時間帯に入りました。逆に、18000 ポイント大台替えで仕切

り直しが入ります。中期の方向を示す月ベースでは、5 月 28 日に 17000 ポイント大台替えで仕切り

直しが入り、6 月 28 日に 18000 ポイント大台替えでカウントダウンの上昇局面入りに 1 か月、従っ

て、7月28日までに19000ポイント大台替えでカウントダウン継続を狙う時間帯に入りました。逆に、

17000 ポイント大台割れで下落スタートとなります。また長期の方向を示す月ベースでは、5 月に

17000 ポイント大台替えで仕切り直しが入り、6 月に 18000 ポイント大台替えでカウントダウンの上昇

局面入りに 1 か月、従って、7 月末までに 19000 ポイント大台替えでカウントダウン継続を狙う時間

帯に入りました。逆に、17000 ポイント大台割れで下落スタートとなります。これで短期↓、中期↑、

長期↑と、短期が時間的リミットのある弱含み、中期・長期が時間的リミットのある強含みと方向が異
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なり、もうすぐ時間的リミットを迎えることから、目先は乱高下しやすいですが、一旦は反発するかも

しれませんが、17000 ポイント大台を割りこむと新たな下落局面がスタートするため要注目です。 

 

一方、為替は、ドル・円が 157.61 円～151.93 円（先週予告していた上値メド 157.83 円～159.40 円

（+1％かい離）//下値メド 154.86 円～153.31 円（-1％かい離））、先々週（7 月 19 日週）158.85 円

～155.36 円＜先々週（7 月 12 日週）予告していた上値メド 161.22 円～162.83 円（+1％かい離）//

下値メド 159.13 円～157.53 円（-1％かい離）＞と推移し、3 週連続で下値目標値を下回り、実質 4

週連続の円高・ドル安、ドル・ユーロは、1.0902～1.0822(先週予告していた上値メド 1.1012～

1.1122（+1％かい離）//下値メド 1.0888～1.0779（-1％かい離））、先々週（7 月 19 日週）1.0947～

1.0869＜先々週（7 月 12 日週）予告していた上値メド 1.0948～1.1057（+1％かい離）//下値メド

1.0837～1.0728（-1％かい離）＞と推移し、前の週と異なり、下値目標値を達成し、実質 5 週間振り

にドル高・ユーロ安。また、ユーロ円は、171.64 円～164.78 円（先週予告していた上値メド 173.19

円～174.92 円（+1％かい離）//下値メド 169.84 円～168.14 円（-1％かい離））、先々週（7 月 19 日

週）172.91 円～169.95 円＜先々週（7 月 12 日週）予告していた上値メド 175.87 円～177.62 円

（+1％かい離）//下値メド 173.59 円～171.85 円（-1％かい離）＞と推移し、3 週連続で下値目標値

を下回り、円高・ユーロ安。前の週の円＞ユーロ＞ドルから円＞ドル＞ユーロ＞ドルに変化しました

が、円高修正が 3 週連続で継続しています。日本銀行は 7 月 30－31 日開催の金融政策決定会

合で利上げを議論するとの一部報道を受けて、リスク回避の円買いが活発となり、自民党の茂木幹

事長は 7 月 22 日に都内で講演し、「段階的な利上げの検討も含め、正常化する方向で着実に進

める方針をもっと明確に打ち出すことが必要だ」と述べたことがドル売り・円買いを促した。日銀は

国債買い入れの減額計画と同時に、利上げを実施するとの見方も浮上。一方、7 月 24 日発表の 7

月ユーロ圏 HCOB 総合景気指数（PMI）速報値は 6 月実績を下回り、ユーロ圏経済の停滞が懸念

されたことから、欧州中央銀行（ECB）による 9 月利下げの可能性は一段と高まり、リスク回避のユー

ロ売り・米ドル買いが優勢となったかたちです。 

 

 

＜裁定買い残・裁定売り残＞ 

5 週間振りに減少、その前まで 4 週連続で増加、合計 6433 億円で、裁定買い残も 3 週連続で 2

兆 5000 億円の大台に乗せています。逆に言えば、前の週に起きた日経平均の 8 年振りの下落幅

の急落を演出するために 7 月限オプション特別清算指数（SQ 値）までは株価吊り上げを行ってい

た可能性があり、今週発表される先週分の「裁定買い残」はどれほど減少しているかが注目されま

す。一方、「裁定売り残」は、前の週比+24 億円の 5550 億円と 8 週連動で増加して、残高は 4 月 1

日週以来となる 55000 億円大台乗せとなっています。今回は「裁定売り残」も相場操縦に利用され

ているためで、そのため、以前から指摘しているように「裁定買い残-裁定売り残」を考慮しておく必
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要があります。その残高は 2 兆 874 億円と、3 週連続で 2 兆円台にのせており、「相場操縦」しやす

いかたちを積み上げています。今回のような 2 兆円大台乗せは 18 年 9 月 24 日週 2.18 兆円以来、

5 年半振りの稀な現象で、当時は前述の通り、2 回目の「VIX ショック」直前に表れており、あらゆる

指標がその時期に一致していることは不思議です。 

 

 

6 月 24 日週 7 月 1 日週 7 月 8 日週 7 月 15 日週 

¥39,583.08 ¥40,912.37 ¥41,190.68 ¥40,063.79 

2.36 2.51 2.68 2.64 

0.25 0.15 0.17 -0.04 

単位：兆円 

      

4月1日
週
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週
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週
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週
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週

5月13日
週

5月20日
週

5月27日
週

6月3日
週

6月10日
週

6月17日
週

6月24日
週

7月1日
週

7月8日
週

7月15日
週

先週比 -0.02 -0.05 -0.18 -0.28 -0.01 -0.12 0.05 0.63 0.02 -0.11 -0.44 0.08 0.25 0.15 0.17 -0.04

日経平均 ¥38,992.¥39,523.¥37,068.¥37,934.¥38,236.¥38,229.¥38,787.¥38,646.¥38,487.¥38,683.¥38,814.¥38,596.¥39,583.¥40,912.¥41,190.¥40,063.

裁定買い残 2.52 2.47 2.29 2.01 2.00 1.88 1.93 2.56 2.58 2.47 2.03 2.11 2.36 2.51 2.68 2.64
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裁定買い残と先週比
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6 月 24 日週 7 月 1 日週 7 月 8 日週 7 月 15 日週 

¥39,583.08 ¥40,912.37 ¥41,190.68 ¥40,063.79 

0.48 0.50 0.55 0.56 

0.04 0.02 0.05 0.01 

単位：兆円 
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週

5月27日
週
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週
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週
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週
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週
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週

7月15日
週

先週比 0.02 -0.15 -0.01 0.00 0.01 -0.08 0.00 -0.01 0.01 0.00 0.08 0.01 0.04 0.02 0.05 0.01

日経平均 ¥38,992 ¥39,523 ¥37,068 ¥37,934 ¥38,236 ¥38,229 ¥38,787 ¥38,646 ¥38,487 ¥38,683 ¥38,814 ¥38,596 ¥39,583 ¥40,912 ¥41,190 ¥40,063
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＜今週のマーケットの見通し＞ 

今週は本来ですと軟調相場が予想される週が予想されます。今週（7/29～8/2）の相場を占う『RU-

RD 指標』の 7 月 19 日週は-13.2％と 2 週連続でマイナス圏に陥ったことで軟調相場が予想されま

す。さらに、来週（8/5～8/9）の相場を占う 7 月 26 日週は-49.0％と 3 週連続マイナス圏で軟調相

場継続が予想されます。「3 週連続マイナス圏」は 5 月 17 日週～5 月 31 日週以来、約 2 ヵ月振

り。先週の「今週の T2」は入院のためお休みしご迷惑をおかけしましたが、7 月 12 日週の「今週の

T2」では、『来週（7/22～7/26）の相場を占う 7 月 12 日週は-2.7％と 4 週間振りにマイナス圏に陥

ったことで急落調整を警戒すべき週となりそうです。先々週、『今週末 5 日には米・6 月雇用統計、

来週末 12 日にはミニ SQ と、投機筋が相場操縦をしやすい重要イベントを控えていることから相場

の乱高下には注意が必要です。このような相場で注目すべきは、先週、T2 理論の「上値目標値

+2％乖離」である 39648 円を上回り、5 月 27 日週に T2 理論の「下値目標値-2％乖離」を下回っ

て続いていた「リバウンドサイン」が終了したことを意味します。』と指摘しましたが、前の週の約 8 年

振りの急落相場はそれが現実化したかたちです。ただ、「空売りの買戻し」か、株価操作か、は不透

明ですが、先週末 26 日の NY ダウは 1 日で+654 ドルの大幅反発、それを受けて日経先物も 26

日夜間+537 円高の 38205 円まで急反発、一旦はリバウンドするかもしれませんが、「3 週連続マイ

ナス圏」は今回の急落局面がまだ継続する可能性を示唆しており、今週は日銀金融政策決定会

合、米 FOMC、米雇用統計と投機筋が相場操縦をしやすい重要イベントが多数控えていることから

相場の乱高下には注意が必要です。 

 

先週の相場で注目すべきは、「ドル円」が 151 円台まで円高が進行したことです。151 円台は 4 月

12 日週以来、約 3 か月振り。先週の「今週の T2」は入院のためお休みしご迷惑をおかけしました

が、7 月 12 日週の「今週の T2」では、『先週の相場で注目すべきは、「ドル円」が 157 円まで円高

が進行したことです。歴史的な円安局面が続く中、外国為替市場では 11 日夜、円相場が 4 円以

上、円高方向に動く場面があり、政府・日銀による市場介入が行われたと見られます。何故、この

「ドル円」の動きが重要かというと、T-Model 理論『円キャリートレード指数』として開発した「ドル円/

ドルインデックス」がピークアウトする兆しがでてきたためです。同指標は 7 月 5 日週 1.54 倍と過去

最高を記録しましたが、7 月 12 日週 1.52 倍へ若干さがっています。過去を振り返ると、当時の最

高だった 1998 年に 1.44 倍を記録した時期は「ドル円」1998 年 8 月 146 円→1999 年 11 月 101

円まで-30％の円高、次に当時の最高だった 2007 年に 1.52 倍を記録と時期は「ドル円」2007 年 6

月 123 円→2011 年 10 月 75 円まで-39％の円高となっています。仮に、T-Model 理論『円キャリー

トレード指数』が下落するようですと 30％～39％の円高に発展する可能性が出てきますが、2011

年以前は T-Model 理論『「40 年サイクル」の円高局面』で、2011 年以降は円安局面に変化してい

るため 30％～39％の円高にはならない可能性がありそうです。』と指摘しました。T-Model 理論『円

キャリートレード指数』は先週末 7 月 26 日週 1.48 倍に低下しましたが、まだ本格的に「円の巻き戻
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し」は始まっていません。そこで、ドル円の T-Model 理論「大台替えの法則」をチェックすると、短期

の大台替えで、7 月 24 日 155 円大台割れで下落スタート、150 円大台割れでカウントダウンの下

落局面、逆に、160 円大台替えで仕切り直しとなります。長期の方向を示す月ベースの大台替えの

法則では、23 年 10 月に 150 円大台替えで仕切り直しが入り、24 年 6 月に 160 円大台替えでカウ

ントダウンの上昇局面入りに 8 ヶ月、従って、25 年 2 月までに 170 円大台替えでカウントダウン継

続を狙う時間帯に入りました。逆に、150 円大台割れで下落スタートとなります。これで、短期↓、長

期↑となり、短期と長期の方向が逆になり、乱高下の激しいかたちに変化しましたが、本格的な円

高に入るには 1 ドル 150 円大台割れが必要となりそうです。仮に、それが現実化すると、歴史的高

値となっている T-Model 理論『円キャリートレード指数』の巻き戻しが始まり、つまり本格的な円高が

始まる可能性を意味するからです。 

 

一方、日経平均とのほぼ一致指標である『「買い（レーティング 1 と 2）」-「売り（レーティング 3 と

4）」銘柄比率』が 24 年 6 月 7 日週+10.0％→6 月 14 日週+14.3％→6 月 21 日週+2.9％→6 月 28

日週+8.6％→7 月 5 日週+47.1％→7 月 12 日週+51.4％→7 月 19 日週+41.4％→7 月 26 日週

+5.7％と、実質 33 週連続プラス圏の一方、「+40％超の上限ゾーン」を 4 週間振りに割り込んでい

ます。また、本来の天井圏・底値圏を示唆する同指標の「移動平均ベース」は、24 年 6 月 7 日週

+16.9％→6 月 14 日週+15.5％→6 月 21 日週+11.2％→6 月 28 日週+10.2％→7 月 5 日週

+15.5％→7 月 12 日週+22.4％→7 月 19 日週+27.6％→7 月 26 日週+26.2％と、35 週連続プラス

圏の一方、「+40％超の上限ゾーン」を 17 週連続で割り込んでいます。以前から『両指標がマイナ

ス圏に陥ると本格的な下落局面入りを示唆することになり要注目です。』と指摘し、また 7 月 5 日週

の「今週の T2」では、『それが近づくとマイナス圏入りを阻止するような「株価操縦」が入りやすくなり

ます。』と指摘した通り、今回の不自然な株価吊り上げと急落が起きたことになります。実際、日経

平均の「T2 レーティング」は 7 月 5 日週～7 月 19 日週の 3 週間のみ「買いレーティング」に転換し

ていましたが、今回 7 月 26 日週は 4 週間振りに「売りレーティング」に逆戻り。以前から『日経平均

の「T2 レーティング」は（4 月 19 日週～6 月 28 日週）の 11 週連続で「売りレーティング」を継続、

22 年 1 月 10 日週～22 年 3 月 14 日週の 10 週連続「売りレーティング」以来で、当時、日経平均

は 22 年 1 月高値 29388 円→22 年 3 月安値 24681 円まで約 16％下落した局面に表れていま

す。』と指摘しました。そして、7 月 5 日週の「今週の T2」では、『このようなタイミングだったことで下

落阻止の「介入」が入ったかたちです。ただ、『「買い（レーティング 1 と 2）」-「売り（レーティング 3

と 4）」銘柄比率』は「+40％超の上限ゾーン」を付けた後、「-40％超の下限ゾーン」を付けないと「底

入れ」しないという過去の習性からすると、むしろ、今回の下落阻止の「介入」は逆効果で、目先は

急落調整に注意が必要となるかもしれません。』と指摘しましたが、やはり、「株価操縦」の反動が表

れたかたちです。 
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今週は、経済指標では、国内は、7 月 30 日に 6 月完全失業率、有効求人倍率、31 日に 6 月鉱工

業生産（速報値）住宅着工件数、7 月消費者態度指数、8 月 2 日に 7 月マネタリーベース、海外で

は、7 月 29 日に独・5 月小売売上高、30 日に独・4-6 月期国内総生産（GDP、速報値）、欧・ユー

ロ圏 4-6 月期 GDP（速報値）、独・7 月消費者物価指数（CPI、速報）、米・5 月 S&P ケースシラー

住宅価格（20 都市）、6 月 JOLTS 求人件数、7 月コンファレンスボード消費者信頼感指数、31 日

に豪・6 月小売売上高、CPI、4-6 月期 CPI、中・7 月製造業購買担当者景気指数（PMI）、サービス

業 PMI、欧・7 月ユーロ圏 CPI（概算値速報）、米・7 月 ADP 雇用者数、4-6 月期雇用コスト指数、7

月シカゴ購買部協会景気指数、6 月中古住宅販売成約指数、週次原油在庫、8 月 1 日に中・7 月

財新製造業 PMI、トルコ・7 月製造業 PMI、米・週次新規失業保険申請件数、7 月 ISM 製造業景

気指数、2 日に米・7 月雇用統計、6 月製造業新規受注、耐久財受注（確報値）などが予定されて

います。このほかのイベント・トピックスとしては、国内は 7 月 31 日に日銀政策委員会・金融政策決

定会合終了後決定内容発表、植田日銀総裁が会見、海外は、7 月 30 日に米・連邦公開市場委

員会(FOMC)(31 日まで)、31 日に米・連邦公開市場委員会(FOMC)が政策金利発表、米・FOMC

終了後、パウエル連邦準備制度理事会(FRB)議長が記者会見、8 月 1 日に英・イングランド銀行

（中央銀行）が政策金利発表、などです。 
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7 月 15 日週 7 月 22 日週 7 月 29 日週 8 月 5 日週 

¥40,063.79 ¥37,667.41   

49.10% -2.70% -13.20% -49.00% 

 

 

 

 

 

5月13日
週

5月20日
週

5月27日
週

6月3日週
6月10日
週

6月17日
週

6月24日
週

7月1日週 7月8日週
7月15日
週

7月22日
週

7月29日
週

8月5日週

日経平均 ¥38,787.3 ¥38,646.1 ¥38,487.9 ¥38,683.9 ¥38,814.5 ¥38,596.4 ¥39,583.0 ¥40,912.3 ¥41,190.6 ¥40,063.7 ¥37,667.4

RU-RD 27.3% 2.6% -8.2% -6.0% -15.0% 13.3% 19.2% -13.3% 13.3% 49.1% -2.7% -13.2% -49.0%

-100.0%

-80.0%

-60.0%

-40.0%

-20.0%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

¥32,000

¥32,500

¥33,000

¥33,500

¥34,000

¥34,500

¥35,000

¥35,500

¥36,000

¥36,500

¥37,000

¥37,500

¥38,000

¥38,500

¥39,000

¥39,500

¥40,000

¥40,500

¥41,000

¥41,500

RU-RD指標と日経平均（週末終値）
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■■■ 今週の各指標の上値・下値メド ■■■  

 

 

＜日経平均＞  

上値メド 39149 円～39931 円（+2％かい離） 

下値メド 37592 円～36840 円（-2％かい離） 

 

＜NY ダウ＞  

上値メド 41421 ドル～42249 ドル（+2％かい離） 

下値メド 40230 ドル～39425 ドル（-2％かい離）  

 

＜ドル円＞  

上値メド 155.48 円～157.03 円（+1％かい離） 

下値メド 151.63 円～150.11 円（-1％かい離）  

 

＜ドルユーロ＞  

上値メド 1.0934～1.1043（+1％かい離） 

下値メド 1.0841～1.0732（-1％かい離） 

 

＜ユーロ円＞  

上値メド 168.92 円～170.60 円（+1％かい離） 

下値メド 165.32 円～163.66 円（-1％かい離） 
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6月10日週 6月17日週 6月24日週 7月1日週 7月8日週 7月15日週 7月22日週 7月29日週

日経平均 ¥38,814.56 ¥38,596.47 ¥39,583.08 ¥40,912.37 ¥41,190.68 ¥40,063.79 ¥37,667.41

高値 ¥39,336.66 ¥38,797.97 ¥39,788.63 ¥41,100.13 ¥42,426.77 ¥41,520.07 ¥39,973.20

安値 ¥38,554.75 ¥37,950.20 ¥38,416.07 ¥39,457.62 ¥40,780.70 ¥39,824.58 ¥37,611.19

上値上 ¥39,862 ¥40,462 ¥39,648 ¥40,017 ¥42,069 ¥43,891 ¥43,041 ¥39,931

上値下 ¥39,081 ¥39,669 ¥38,871 ¥39,233 ¥41,245 ¥43,031 ¥42,198 ¥39,149

下値上 ¥37,785 ¥38,545 ¥38,142 ¥38,414 ¥40,078 ¥41,417 ¥40,535 ¥37,592

下値下 ¥37,029 ¥37,774 ¥37,379 ¥37,645 ¥39,276 ¥40,588 ¥39,724 ¥36,840

¥36,500

¥37,000

¥37,500

¥38,000

¥38,500

¥39,000

¥39,500

¥40,000

¥40,500

¥41,000

¥41,500

¥42,000

¥42,500

¥43,000

¥43,500

¥44,000

日経平均

6月10日週 6月17日週 6月24日週 7月1日週 7月8日週 7月15日週 7月22日週 7月29日週

NYダウ $38,647.10 $39,134.76 $39,164.06 $39,308.00 $39,753.75 $40,665.02 $39,935.07

上値上 $39,456 $40,054 $40,068 $40,518 $40,611 $40,768 $42,223 $42,249

上値下 $38,683 $39,269 $39,283 $39,724 $39,815 $39,969 $41,396 $41,421

下値上 $37,664 $38,321 $38,443 $38,892 $39,063 $39,432 $40,605 $40,230

下値下 $36,910 $37,554 $37,674 $38,114 $38,281 $38,643 $39,792 $39,425

高値 $39,120.26 $39,257.18 $39,571.23 $39,438.36 $40,257.24 $41,376.00 $40,753.83

安値 $38,305.85 $38,431.95 $38,908.99 $39,037.94 $39,146.60 $40,136.10 $39,807.45

$36,000

$37,000

$38,000

$39,000

$40,000

$41,000

$42,000

$43,000

NYダウ
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6月10日週 6月17日週 6月24日週 7月1日週 7月8日週 7月15日週 7月22日週 7月29日週

上値上 ¥158.71 ¥159.11 ¥161.95 ¥163.70 ¥164.89 ¥162.83 ¥159.40 ¥157.03

上値下 ¥157.14 ¥157.54 ¥160.35 ¥162.08 ¥163.26 ¥161.22 ¥157.83 ¥155.48

下値上 ¥155.59 ¥155.35 ¥157.56 ¥159.44 ¥160.64 ¥159.13 ¥154.86 ¥151.63

下値下 ¥154.03 ¥153.79 ¥155.98 ¥157.84 ¥159.03 ¥157.53 ¥153.31 ¥150.11

ドル円 ¥157.37 ¥159.79 ¥160.83 ¥160.72 ¥157.89 ¥157.49 ¥153.72

高値 ¥158.25 ¥159.84 ¥161.27 ¥161.99 ¥161.82 ¥158.85 ¥157.61

安値 ¥155.71 ¥157.14 ¥158.80 ¥160.33 ¥157.37 ¥155.36 ¥151.93

¥150

¥152

¥154

¥156

¥158

¥160

¥162

¥164

¥166

ドル円

6月10日週 6月17日週 6月24日週 7月1日週 7月8日週 7月15日週 7月22日週 7月29日週

上値上 € 1.1007 € 1.0931 € 1.0849 € 1.0859 € 1.0921 € 1.1057 € 1.1122 € 1.1043

上値下 € 1.0899 € 1.0823 € 1.0742 € 1.0752 € 1.0813 € 1.0948 € 1.1012 € 1.0934

下値上 € 1.0806 € 1.0714 € 1.0591 € 1.0613 € 1.0725 € 1.0837 € 1.0888 € 1.0841

下値下 € 1.0697 € 1.0606 € 1.0485 € 1.0506 € 1.0617 € 1.0728 € 1.0779 € 1.0732

ドルユーロ € 1.0738 € 1.0707 € 1.0708 € 1.0811 € 1.0873 € 1.0902 € 1.0851 

高値 € 1.0854 € 1.0763 € 1.0749 € 1.0854 € 1.0921 € 1.0948 € 1.0898 

安値 € 1.0667 € 1.0671 € 1.0666 € 1.0710 € 1.0882 € 1.0811 € 1.0826 

€ 1.0300

€ 1.0400

€ 1.0500

€ 1.0600

€ 1.0700

€ 1.0800

€ 1.0900

€ 1.1000

€ 1.1100

€ 1.1200

ドルユーロ
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■■■ レーティング変更 ■■■  

 

同指標は日経平均に多少先行しますが一致指標。同指標は、24 年 6 月 7 日週+10.0％→6 月 14

日週+14.3％→6 月 21 日週+2.9％→6 月 28 日週+8.6％→7 月 5 日週+47.1％→7 月 12 日週

+51.4％→7 月 19 日週+41.4％→7 月 26 日週+5.7％と、実質 33 週連続プラス圏の一方、「+40％

超の上限ゾーン」を 4 週間振りに割り込んでいます。また、本来の天井圏・底値圏を示唆する同指

標の「移動平均ベース」は、24 年 6 月 7 日週+16.9％→6 月 14 日週+15.5％→6 月 21 日週+11.2％

→6 月 28 日週+10.2％→7 月 5 日週+15.5％→7 月 12 日週+22.4％→7 月 19 日週+27.6％→7 月

26 日週+26.2％と、35 週連続プラス圏の一方、「+40％超の上限ゾーン」を 17 週連続で割り込んで

います。以前から『両指標がマイナス圏に陥ると本格的な下落局面入りを示唆することになり要注

目です。』と指摘し、また 7 月 5 日週の「今週の T2」では、『それが近づくとマイナス圏入りを阻止す

るような「株価操縦」が入りやすくなります。』と指摘した通り、今回の不自然な株価吊り上げと急落

が起きたことになります。実際、日経平均の「T2 レーティング」は 7 月 5 日週～7 月 19 日週の 3 週

間のみ「買いレーティング」に転換していましたが、今回 7 月 26 日週は 4 週間振りに「売りレーティ

ング」に逆戻り。以前から『日経平均の「T2 レーティング」は（4 月 19 日週～6 月 28 日週）の 11 週

連続で「売りレーティング」を継続、22 年 1 月 10 日週～22 年 3 月 14 日週の 10 週連続「売りレー

6月10日週 6月17日週 6月24日週 7月1日週 7月8日週 7月15日週 7月22日週 7月29日週

上値上 ¥172.00 ¥171.41 ¥172.16 ¥174.83 ¥177.60 ¥177.62 ¥174.92 ¥170.60

上値下 ¥170.30 ¥169.72 ¥170.46 ¥173.10 ¥175.85 ¥175.87 ¥173.19 ¥168.92

下値上 ¥168.68 ¥167.39 ¥167.68 ¥170.26 ¥173.23 ¥173.59 ¥169.84 ¥165.32

下値下 ¥166.99 ¥165.71 ¥166.00 ¥168.55 ¥171.49 ¥171.85 ¥168.14 ¥163.66

ユーロ円 ¥168.39 ¥170.83 ¥172.30 ¥174.16 ¥172.19 ¥171.30 ¥166.88

高値 ¥170.12 ¥170.92 ¥172.46 ¥174.68 ¥175.90 ¥172.91 ¥171.64

安値 ¥167.48 ¥167.90 ¥170.30 ¥172.34 ¥171.42 ¥169.95 ¥164.78

¥162

¥164

¥166

¥168

¥170

¥172

¥174

¥176

¥178

ユーロ円
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ティング」以来で、当時、日経平均は 22 年 1 月高値 29388 円→22 年 3 月安値 24681 円まで約

16％下落した局面に表れています。』と指摘しました。そして、7 月 5 日週の「今週の T2」では、『こ

のようなタイミングだったことで下落阻止の「介入」が入ったかたちです。ただ、『「買い（レーティング

1 と 2）」-「売り（レーティング 3 と 4）」銘柄比率』は「+40％超の上限ゾーン」を付けた後、「-40％超

の下限ゾーン」を付けないと「底入れ」しないという過去の習性からすると、むしろ、今回の下落阻止

の「介入」は逆効果で、目先は急落調整に注意が必要となるかもしれません。』と指摘しましたが、

やはり、「株価操縦」の反動が表れたかたちです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※以下の T2 レーティング比率で目先の天井（40％超）、底（-40％超）を予測 
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※以下の T2 レーティングの「移動平均」で中長期的な天井（40％超）、底（-40％超）を予測 

4月15日
週

4月22日
週

4月29日
週

5月6日
週

5月13日
週

5月20日
週

5月27日
週

6月3日
週

6月10日
週

6月17日
週

6月24日
週

7月1日
週

7月8日
週

7月15日
週

7月22日
週

銘柄比率 21.4% 10.0% 22.9% 28.6% 14.3% 15.7% 10.0% 10.0% 14.3% 2.9% 8.6% 47.1% 51.4% 41.4% 5.7%

上限 40% 40% 40% 40% 40% 40% 40% 40% 40% 40% 40% 40% 40% 40% 40%

下限 -40% -40% -40% -40% -40% -40% -40% -40% -40% -40% -40% -40% -40% -40% -40%

日経平均 ¥37,068. ¥37,934. ¥38,236. ¥38,229. ¥38,787. ¥38,646. ¥38,487. ¥38,683. ¥38,814. ¥38,596. ¥39,583. ¥40,912. ¥41,190. ¥40,063. ¥37,667.

¥27,400

¥29,400

¥31,400

¥33,400

¥35,400

¥37,400

¥39,400

¥41,400

-100.0%

-80.0%

-60.0%

-40.0%

-20.0%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

日経平均とT2レーティング比率

7
月

17
日

週

7
月

24
日

週

7
月

31
日

週

8
月

7
日

週

8
月

14
日

週

8
月

21
日

週

8
月

28
日

週

9
月

4
日

週

9
月

11
日

週

9
月

18
日

週

9
月

25
日

週

10
月

2
日

週

10
月

9
日

週

10
月

16
日

週

10
月

23
日

週

10
月

30
日

週

11
月

6
日

週

11
月

13
日

週

11
月

20
日

週

11
月

27
日

週

12
月

4
日

週

12
月

11
日

週

12
月

18
日

週

12
月

25
日

週

1
月

1
日

週

1
月

8
日

週

1
月

15
日

週

1
月

22
日

週

1
月

29
日

週

2
月

5
日

週

2
月

12
日

週

2
月
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日

週

2
月

26
日

週

3
月

4
日

週

3
月

11
日

週

3
月
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日

週

3
月

25
日

週

4
月

1
日

週

4
月

8
日

週

4
月

15
日

週

4
月

22
日

週

4
月

29
日

週

5
月

6
日

週

5
月

13
日

週

5
月

20
日

週

5
月

27
日

週

6
月

3
日

週

6
月

10
日

週

6
月

17
日

週

6
月

24
日

週

7
月

1
日

週

7
月

8
日

週

7
月

15
日

週

7
月

22
日

週

銘柄比率 2844454010202852472715 -4 -2 -1 -3 -2 4. 181817 -5 1. 0. 1. 223554615237404145372541523531211022281415101014 2. 8. 475141 5.

上限 404040404040404040404040404040404040404040404040404040404040404040404040404040404040404040404040404040404040

下限 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4

日経平均 ¥3¥3¥3¥3¥3¥3¥3¥3¥3¥3¥3¥3¥3¥3¥3¥3¥3¥3¥3¥3¥3¥3¥3¥3¥3¥3¥3¥3¥3¥3¥3¥3¥3¥3¥3¥4¥4¥3¥3¥3¥3¥3¥3¥3¥3¥3¥3¥3¥3¥3¥4¥4¥4¥3

¥27,400

¥29,400

¥31,400

¥33,400

¥35,400

¥37,400

¥39,400

¥41,400

-100.0%

-80.0%

-60.0%

-40.0%

-20.0%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

日経平均とT2レーティング比率（年間推移）
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4月15日
週

4月22日
週

4月29日
週

5月6日週
5月13日
週

5月20日
週

5月27日
週

6月3日週
6月10日
週

6月17日
週

6月24日
週

7月1日週 7月8日週
7月15日
週

7月22日
週

上限 40% 40% 40% 40% 40% 40% 40% 40% 40% 40% 40% 40% 40% 40% 40%

下限 -40% -40% -40% -40% -40% -40% -40% -40% -40% -40% -40% -40% -40% -40% -40%

銘柄比率 21.4% 10.0% 22.9% 28.6% 14.3% 15.7% 10.0% 10.0% 14.3% 2.9% 8.6% 47.1% 51.4% 41.4% 5.7%

移動平均 34.8% 32.1% 29.0% 25.0% 21.4% 18.8% 16.9% 16.9% 15.5% 11.2% 10.2% 15.5% 22.4% 27.6% 26.2%

-100%

-80%

-60%

-40%

-20%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

T2レーティング比率と移動平均
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上限 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 4040 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 40 4040 40

下限 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4 -4

銘柄比率 28 44 45 40 10 20 28 52 47 27 15 -4 -2 -1 -3 -2 4. 18 18 17 -5 1. 0. 1. 2235 54 61 52 37 40 41 45 37 25 41 52 35 31 21 10 22 28 14 15 10 10 14 2. 8. 47 5141 5.

移動平均 44 41 39 39 34 31 31 32 33 31 31 21 16 4. -8 -1 -1 -8 -4 1. 5. 9. 8. 5. 6. 9. 19 29 38 44 46 47 46 42 37 38 40 39 37 34 32 29 25 21 18 16 16 15 11 10 15 2227 26
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T2レーティング比率と移動平均（年間推移）
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□発行元：塚澤.com 運営事務局 

□ご意見・ご感想：info@tsukazawa.com 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

※免責事項※ 

「塚澤.com 今週の T２経済レポート」は、 

株式会社ライブグラフィー(以下、当社)が提供するレポートです。 

これらの情報によって生じたいかなる損害についても、当社は一切責任を負いか 

ねます。 

提供する全ての情報について、当社の許可なく転用・販売することを禁じます。 


